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１ . はじめに

　ディストリビュータ工法は、コンクリートポンプ車の

ブームと同様な打込みが可能なため、作業性の観点から

有用性が高いものと認識されており、ディストリビュー

タ工法に関する複数の報告１) ～３) がされている。しかし、

わが国において、ディストリビュータ工法を適用した例

は極めて少なく、この理由に、システムを導入するため

に綿密な計画が必要であることや、費用が高いことなど

が考えられる。また、ディストリビュータを適用した場

合にどの程度の利点があるか不明確であることも背景と

して考えられる。

　本報告は、従来配管（以下、配管式とする）とディス

トリビュータ（以下、ディストリビュータ式とする）の

それぞれの特徴をまとめ、さらに、高層 R C 造の高所圧

送を想定した場合の歩掛りや作業時間について比較し検

討したものである。

２ . 配管およびディストリビュータの比較

　配管式とディストリビュータ式の工事フローを図１に

示し、配管式とディストリビュータ式の特徴と評価を表

１に示す。

（１）初期設置

　配管式は、鉛直管を設置するための開口が小さく、施

工階に障害物がある場合も適用できるため設置に制限が

少ない。一方、ディストリビュータ式は、支柱を設置す

るために 1m2 の大きな開口が必要となり、SRC 造などで

打込み箇所の頭上に鉄骨などの障害物がある場合は適用

できない。

（２）打込み日の前日までの準備

　配管式は、鉛直配管に加えて、施工階における水平配

管が必要となる。このとき、配管作業とコンクリートが

管内を流動するときの脈動によって配筋の乱れや変形を

防ぐためのタイヤや支持台などを設置する。一方、ディ

ストリビュータ式は、施工階に伴い支柱ごとディストリ

ビュータを持ち上げるクライミング作業が必要となり、

このクライミングは、自昇機構を備えている場合、労力

は少ないものの、クライミングの方法を理解しておく必

要がある。

（３）打込みにおける作業

図１　配管とディストリビュータの工事フロー

表１　配管式とディストリビュータ式の特徴と評価
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図２　時間と打込み量の関係

表２　建物概要

　配管式は、人力により先端ホースを引廻わすため重労

働となり、さらに、先端ホースの引廻しにより配筋の乱

れや変形が生じやすい。ディストリビュータ式は、コン

クリートポンプ車のブームと同じ起伏・屈折・旋回の機

能を有しているため、打込み箇所を容易に移動でき、型

枠や配筋が乱れる恐れが少ない。

３ . 高層 R C 造における高所圧送の想定

3.1 高層RC 造の概要

　建物概要を表１に示す。近年の高層 R C 造は、工期や

構造体コンクリートの品質の維持のために、プレキャス

トコンクリートを採用することが多いため、ここでは、

プレキャストコンクリートと現場打ちコンクリートの混

合構造とした。また、現場打ちコンクリートの部材は、

スラブおよび梁の一部とし、1 F あたりの打込み量は、

250m3 とした。

3.2 ディストリビュータの概要

　ディストリビュータは、コンクリートポンプ車のブー

ムと同じ起伏・屈折・旋回の機能を有する縦形ディスト

リビュータとし、ブーム長が 31.7m のものとする。なお、

ディストリビュータによる打込みは、ブーム先端から延

長配管せずに施工できるものとした。

3.3 高所圧送の想定

（１）作業員

　作業員の構成を表３に示す。オペレーターは、いずれ

においても 1 名の配置となるが、筒先の作業員は、配管

式の場合に 3 名となり、ディストリビュータ式の場合に

1 名となる。

（２）作業時間

　時間と打込み量の関係を図２に示す。なお、ここで扱

う打込み速度は、これまでに各工法をほぼ同等の施工規

模に適用した施工記録から算出した値を用いており、段

取り替え等の時間も含まれている。

　打込み速度は、配管式の場合に 38.0m3/h となり、ディ

ストリビューター式の場合に 45.0m3/h となった。1F あた

りの打込み量が 250m 3 のとき、ディストリビュータ式が

配管式に比べて 1 時間程度早くなる。さらに、配管式は、

打込み終了後に水平管の撤去が必要となるため、打込み

後の清掃および片付を含めた作業時間は、ディストリ

ビュータ式の方が配管式に比べて 2 時間程度早くなる。

４ . まとめ

　本報告は、従来配管とディストリビュータのそれぞれ

の特徴をまとめ、それぞれの工法を高層 R C 造に適用し

た場合の打込みにかかる時間および作業員の人数につい

て比較し検討した。その結果、ディストリビュータによ

る打込みは、従来配管に比べて打込みにかかる時間およ

び作業員を削減できる可能性を明らかにした。なお、本

報告で想定した高層 R C 造の打込み箇所はスラブおよび

梁の一部としたが、柱および壁を含む廻し打ちを行う場

合は、さらに双方の違いが表れるものと考えられる。こ

れらの結果を踏まえて、今後は、従来配管とディストリ

ビュータを実施工に適用した場合の各種打込み条件と歩

掛りおよび作業時間の関係について調査する予定であ

る。

表３　作業員の構成

作業員 配管式 ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀ式

機械側作業員
（オペレーター）

1人 1人

筒先作業員 3人 1人

合計 4人 2人

主要用途 共同住宅

構造形式 RC造（PCa）

階数 40階

建築面積 3000m2

建築高さ 132m

打込み箇所 スラブ，梁（一部）

1Fあたりの打込み量 250m3
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